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球技における移動運動の運動課題
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球技における移動運動の運動課題 1５
｢位置・離」という単一の試合課題の中でもその
内容は様々に異なるとともに経時変化する場合が
あることから，方向変換走や敏捷性などに相当す
るオープンスキルの移動運動の課題という意味で
は異なった対応が必要となる試合課題の内容を
詳細に検討していく必要がある．
このように「試合モデル」は，同じ試合課題で
も様々な対応が必要とされることから，研究課題
２においてその具体的内容について検討する．し
かし，「試合モデル」を用いたフロー図は試合課
題の時間的前後関係を構造的に捉えることを可能
とし，試合課題の先取りを競技の特徴の中で適切
に把握する可能性を示したと言える．また，競技
種目の特徴に応じた詳細な「試合モデル」を定義
することなどによって，トレーニングの対象とな
る試合での運動の位置づけを明確にしてトレーニ
ング計画の中で活用することや，ボール操作を含
めた競技横断的な視点でトレーニングの共有化を
図ることも可能であろう．
的な試合課題として前の試合課題との関係を考慮
する必要が無く，既に目標位置に達しており，そ
こに停止していることが課題であると理解でき
る．また，後に続く先取りされる試合課題と併せ
て議論する必要があることや，「位置・離」にお
いても停止している場合もありうることからこ
こでは「位置・離」と併せて議論する．「位置・
雛」は，ボールを捕捉する以外の目標位置に向っ
て移動する試合課題であり，ゴールやフィールド
などの固定した具体的な物のある目標位置，ある
いは移動する他の選手やボール，戦術によって具
体的な物のない目標位置が規定される．「位置・
雛」では「捕捉・離」の場合と同様に様々な規
定要因によって目標位置に到達しなければならな
い時間的制約は異なる場合があると考えられる．
陸上競技100ｍ走では，100ｍ先の目標位置は
固定されている．一方，球技で守備選手が戦術的
にゴールと攻撃選手との間に位置しなければなら
い場合，攻撃選手とゴールの位置によってその間
の適切な目標位置が規定される従って攻撃選手
が移動することによって守備選手の目標位置も移
動することになる．このように目標位置を規定す
る要因は同じであっても目標位置は移動する場合
がある．一方，攻撃選手によってシュートが打た
れた場合は，例えばゴールに対して移動するな
ど，目標位置を規定する要因が変わることによっ
て，目標位置は連続的な移動ではなく離散的に変
化する場合もある．また，「捕捉・離」は力学的
法則に則って移動しているボールを捕捉するの
で，マークを外そうとする攻撃選手と適切な位置
関係を作ることよりも容易であると考えることも
できる．しかし，卓球などではボールの回転やバ
ウンドによる比較的小さな変化に対応できること
がパフォーマンスを決定する大きな要因であると
見ることもできるので，パフォーマンスや形態と
の関係を議論する際に，目標位置とその規定要因
の視点からは「捕捉・離」と「位置・雛」の分類
も相対的なものと捉えるべきであろう．
ネット分離型球技での目標位置までの距離は，
最大値としては卓球やバドミントンの数ｍから
テニスやバレーボールの十数ｍなど，コートの大
Ⅲボール非操作移動運動のトレーニング運
動課題内容モデルの検討（研究課題２）
１．時間的・空間的課題内容
「捕捉・雛｣，「停止・離｣，「位置・離」の３つ
のボール非操作の試合課題は，移動の目標となる
位置とそれを規定する内容を含んでいると考えら
れる．「捕捉・離」は，「捕捉・捕」や「捕捉・
打」を先取りしてポールという明確で具体的な物
が停止あるいは移動している空間的な位置と，身
体の一部あるいは保持した道具の位置とを一致さ
せるために移動する課題であると換言でき，その
時の身体の位置が目標位置である．目標位置まで
の距離が同じであっても，野球の守備では全力疾
走によっても間に合わないような球速であれば頭
から飛び込むようにして捕球する場合もある一
方，球速が遅い場合には送球する課題までを先取
りした移動も可能な場合もある．このように，目
標位置に到達しなければならない時間的制約は異
なる場合がある．
「停止・雛」は，「プレー開始準備時間」に特徴
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規定要因の違いによって目標位置とその数あるい
は面的大きさは異なると見ることができる．
テニスのサービスリターンの場面では，精確な
対応をしようとすれば打球の方向を見て判断する
ことになるが，実際には相手の打球するタイミン
グ以前に相手の形態を見て目標位置を判断してい
る（山田ほか，1994）場合がある．侵入型球技の
守備選手の場合は，前後左右の様々な目標位置へ
移動する可能性の中で，他の選手やゴールとの位
置関係などの変化に対応して目標位置やその規定
要因の多様性を徐々に限定していると考えられ
る．これらの場面では，先取りされる課題内容が
確定せずに多様であるという不確定性が連続的に
変化するのに対応して，小さな姿勢の変化や移動
をしているので，目標位置の確定と移動開始の時
点を明確に特定することは困難であろう．しか
し，課題内容の変化のタイミングをより早く先取
りできること，あるいはより大きな時間的範囲を
先取りできることは，より合目的な形態のための
準備時間を十分に確保してパフォーマンスを向上
させる可能性があると言える．このような場面で
は，先取りされる複数あるいは幅を有した目標位
置が要因となって，それらへの移動のための適切
な位置取りとしての目標位置を規定しているとみ
なすことができるので，目標位置は時間的に遠い
目標位置によって時間的に近い目標位置が規定さ
れるという階層的な関係にあると言えよう．ま
た，相手打球の球速が遅いことによって目標位置
までの時間的制約が小さい場合には打球や打球後
の移動までの課題を先取りしているように時間
的により広い範囲の先取りをすることによって，
全体としてのパフォーマンスを向上させていると
考えられる．従って，時間的制約の不確定｣性は直
接的に対応される課題内容ではなく，先取りの範
囲の不確定性として対応されるとみなすことがで
きよう
オープンスキルは外的状況の変化や予測不可能
性によって特徴付けられるので，移動運動の場合
は，目標位置の移動・変化やそのタイミングなど
の課題内容の不確定性という特徴がこれに対応し
ていると言えるしかし，これらは何れも不確定
きさや場面によって異なるように，目標位置まで
の距離は競技毎に特徴付けられる．侵入型球技は
ネット分離型球技よりもフィールドは一般的に大
きいために移動距離も大きいと言えるが，マン
ツーマン守備では攻撃選手の位置によって目標位
置は小刻みに移動するように，時間的には目標位
置までの距離は比較的小さい場合が多いと考えら
れる．春山（1978）は，往復運動を行う全身選択
反応実験で，目標位置までの距離がおよそ３ｍを
境界としてその合目的な形態が変化する可能性を
報告している．目標位置までの距離の違いが合目
的な形態に影響を与える可能性があるので，課題
内容には目標位置までの距離の違いに対する視点
も必要であろう．
以上のように，ボール非操作の試合課題は目標
位置へ到達することであると換言でき，試合課題
の時間的・空間的課題内容は，目標位置までの距
離と時間的制約の大きさの視点で記述することが
できた．また，目標位置はボールや選手の位置，
フィールド，戦術などの要因によって規定される
とともに，時間的経過に伴ってそれらの規定要因
の特徴に応じて固定，移動，変化する場合がある
ことが示された．こうした課題内容の違いは，そ
の合目的な形態の違いを生じさせる可能性がある
ので，合目的な形態を検討する際に課題内容の違
いを適切に記述することは有意義であろう．
２．課題内容の先取り
研究課題１において，試合課題の内容は多様で
あり経時変化する場合があることが示された．こ
れは課題内容として見れば，目標位置の移動・変
化，あるいは目標位置までの距離や時間的制約の
変化や多様性と対応していると理解できる．従っ
て，課題内容の先取りとは，それらを予め認識す
ることであると言える．テニスのサービスリター
ンの場面では，目標位置は左右方向に連続した線
分的な幅を有し，時間的制約も球速の違いによる
幅を有している．侵入型球技の守備の場合は，他
の選手やボールなどの位置によっていくつかに限
定されたパスコースやシュートへの対応として先
取りされた複数あるいは面的な目標位置があり，
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唖性の程度の問題であるので，クローズドスキルとの関係は相対的に捉えるべきものである．クロー
ズドスキルは相対的に課題内容の不確定性がない
ため，先取りする課題内容やその範囲を自身で内
的かつ任意に設定してそれに対する合目的な運動
が可能である．例えば，体操競技では演技内容を
事前に決めることができるので，パフォーマンス
を最大化するように先取りの範囲を任意に決める
ことができる．オープンスキルにおいては，より
早く適切に不確定性を減少させることによって，
より早く合目的な運動を開始することができるの
で，このことはオープンスキルをクローズドスキ
ル化することであると換言できる．テニスのサー
ビスリターンの場合のように，未熟練者は相手の
見るべき所とタイミングを逸し，不必要な所とタ
イミングで見てしまうということはクローズドス
キル化が適切ではないということになる．課題内
容の不確定‘性の減少を適切なタイミングで過不足
無く認識できるという適切なクローズドスキル化
は，高いパフォーマンスを発揮するための重要な
要因であると言えよう．
塵
図２トレーニング運動課題内容モデルにおける
オープンスキルとクローズドスキルの関係
①目標位置の多様性
陸上競技100ｍ走では目標位置は１箇所である
のに対して，侵入型球技のフィールドプレーヤー
では，前後左右の様々な目標位置が存在する可能
性がある．このような目標位置の数や位置の違い
の程度を目標位置の多様性とした．目標位置の多
様性が大きいことはオープンスキル的であると言
え，このパラメーターをトレーニング運動におい
て変化させることが可能である．
②目標位置の可動性
野球の打者が打球後に一塁へ移動している場面
では，－塁という目標位置は固定されている．格
技では相手との適切な間合いをとるために，目標
位置は様々な位置へと小刻みに移動する．侵入型
球技の守備での目標位置は，他の選手やボールの
位置，フィールドにおける位置，戦術などの多様
な規定要因によって移動あるいは変化する可能性
がある．このような個々の目標位置の移動あるい
は変化する可能性とその範囲の大きさの程度を目
標位置の可動性とした．目標位置の可動性が大き
いことはオープンスキル的であると言え，試合場
面に対して可動性を小さくしたトレーニング運動
の課題を設定することが可能である．
③先取りの可能性
野球の守備では，投手の投球を見ることＩこよっ
３．トレーニング運動課題内容モデル
先取りされる課題内容の不確定性を正しく認識
することは高いパフォーマンスのための重要な要
因であることが示唆された．従って課題内容の不
確定性をモデル化することによってその不確定性
を操作することができれば，分習的トレーニング
などでのトレーニングの目的に対応したより適切
な課題を設定できる可能性があると考えられる．
そこでオープンスキルとクローズドスキルの相対
的な関係と課題内容の不確定性との関係に基づ
いて，目標位置の多様｣性，目標位置の可動性，先
取りの可能性を，トレーニング運動の課題を規定
する「トレーニングモデル」のパラメーターとし
て定義した．これらは，先取りされる課題内容の
不確定性を含み，その不確定性の程度は図２に示
すように，オープンスキルとクローズドスキルと
の相対的な関係（図中の鎖線矢印に相当）に対応
している．これらの３つのパラメーターは，以下
のように定義される．
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反復横跳びや，同種のテストあるいはトレーニン
グ運動としてシャトルランなどが一般的に行われ
ている．スタート前の停止している状態では，数
メートル先の固定された一箇所の目標位置を先取
りすることができるので，目標位置の多様性と可
動性は小さい．さらに先取りの可能性はその後の
目標位置も全て事前に決定されているので，反復
横跳びやシャトルランはモデルパラメーターの視
点で，陸上競技100ｍ走や体操競技と同程度にク
ローズドスキル的であると説明できる．一方，侵
入型球技の守備は，ある時間的分節で見れば反復
横跳びと類似の形態での運動が行われている場合
もあるが，他の選手やボールの動き位置などの
様々な規定要因による目標位置に対応しなければ
ならない最もオープンスキル的な課題への対応の
結果であると考えられる．「トレーニングモデル」
は，そうした運動間の違いを課題の視点で適切に
記述することを可能にするものである．
守備選手がボールをインターセプトする場面で
は，いかに早く目標位置を確定できるかという課
題と，いかに早く目標位置に到達できるかという
課題に分節化できる．前者に対しては，ビデオ映
像やモデル化した実際の場面を見るなど（中川，
1985）のように目標位置や規定要因をモデル化す
ることによって，適切なタイミングで適切な所を
見て，適切な判断をするという能力の評価やト
レーニングが行われている．後者に対しては，守
備場面などでは様々な要因によって規定される具
体的な目標物はないが，規定要因の違いを考慮せ
ずに適切に目標位置が確定されたことを前提とし
て，反復横跳びのように目標位置への移動運動と
してトレーニング運動の課題内容を設定すること
ができる．また，全身選択反応実験のように光刺
激を用いたり，他の選手の位置などを規定要因と
して，具体的あるいは抽象的な目標位置が固定，
移動，変化するような課題内容を設定することが
できると考えられる
侵入型球技の守備のトレーニングでは，選手の
数を少なくする，あるいは攻撃パターンを限定す
るなどの分習的方法があると考えられる.これら
は，目標位置の多様'性と可動`性を小さくすること
てボールが打球されるタイミングを事前に十分な
時間的余裕を持って先取りすることができるの
で，捕球のための合目的な形態をとることができ
る．一方，侵入型球技での攻撃選手に対して一定
の近い距離を維持しようとする守備選手は，攻撃
選手のフェイントなどの予測できない小刻みな移
動によって，目標位置に達することが困難にな
る．また相手打球の球速が遅い場合には先取りの
範囲を拡大して全体としてのパフォーマンスを向
上させようとする．このような課題内容を確定す
る時間的余裕や先取りできる範囲の大きさの程度
を先取りの可能性とした．先取りの可能性が小さ
いことはオープンスキル的であると言え，動作改
善などのトレーニングには，試合場面よりも時間
的余裕を大きくした課題を設定することが可能で
ある．
また，３つのパラメーター以外に，不確定‘性を
含まないパラメーターとして目標位置までの距離
と時間的制約を定義した．目標位置までの距離は
不確定性を含む課題内容であるが，その不確定性
は目標位置の多様性によって表現されるものと
し，確定した目標位置までの距離は手を伸ばすだ
けの場合から100ｍ先までのように不確定性とは
無関係に異なるので，トレーニング運動の課題を
設定する際のパラメーターとしては不確定性を含
まないものとした．また目標位置までの時間的制
約については，分習的トレーニングとして課題を
分節化した場合には，分節化した課題における時
間的制約は間接的に規定されないために直接的に
規定する必要のある場合が考えられることから，
｢トレーニングモデル」のパラメーターとして含
めて定義した．
以上のように，「トレーニングモデル」の課題
内容の不確定性を含む３つのパラメーターと，目
標位置までの距離と時間的制約のパラメーター
は，トレーニング運動の課題として様々に変化さ
せて設定することができるものである．
4．「トレーニング運動課題内容モデル」を
利用したトレーニングの可能性
体力テストでは敏捷性を評価するテストとして
球技における移動運動の運動課題 1９
によってクローズドスキル化し，技術的トレーニ
ングでの動作改善を目的とすることに対応してい
るとみなすことができる．一方で，試合場面より
も時間的余裕を与えない連続的な攻撃への対応の
ように先取りの可能性を小さくしたオープンス
キル化によって，ステレオタイプを打破する（村
木，1994,pp99-101.）トレーニングなどとして
工夫する可能性も考えられる．このようにモデル
パラメーターの不確定性を試合での課題との対応
関係の中で適切に操作することによって，また既
存のトレーニングでの課題内容を明確にすること
によって，課題内容の多様性や類似性などの視点
で目的に対応したトレーニングを効率的，効果的
に行える可能性がある．
課題内容のクローズドスキル化は，パフォーマ
ンスや形態的評価を行いやすくなる可能性がある
一方で，試合での課題と乖離することで実践的示
唆が得られ難いという関係を考慮して適切に行う
必要がある．これはトレーニング運動の場合も同
様である．このようなクローズドスキル化した分
習的トレーニング，あるいはオープンスキル化し
たトレーニングがどのように効率的，効果的であ
るか否かは，課題に対する合目的な形態の検討と
併せて今後の研究課題となる．こうした検討に
よって「トレーニングモデル」の妥当性，意義が
一層示されるとともに，さらにモデルを発展させ
ることが可能になるであろう．
固定，移動，変化という視点で適切に記述でき
ることが示された．
．「トレーニングモデル」は，目標位置の多様
性，目標位置の可動性，先取りの可能性の３つ
のパラメーターによってオープンスキルの課題
内容としての特徴を示すことができた．これら
のパラメーターの操作と目標位置までの距離と
時間的制約を適切に設定することによって，目
的とする試合での運動との関係の中でトレーニ
ングの目的に対応したトレーニング運動の課題
内容を設定できることが示唆された．
･今後，課題内容が適切に記述された運動におい
て課題と形態の関係を把握することによって，
合目的な形態の適切な理解が図られるととも
に，そのための効率的，効果的なトレーニング
が工夫されることが期待される．
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